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長崎放送、NHK長崎放送局、FM長崎、ザ・ながさき、ながさきプレス

第35回
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夢をつかんだ 11人による

日時平成19年5月 13日Θ
午後2時30分 開場 午後3時 聞演

会場長崎ブリックホール大ホール
入場料 一般 1,000円 高校生以下 無料にし、学生入場券が必要です。)

※入場券は、浜展フレイガイ ド 絃洋会楽器店 とぎつカナリーホール 県文化団体協議会など

にあります。
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尊厳と品格を有し、一徹を貫き通す

意志の強い古の父■チlを (観る人に)想

像させる作品である。

難しい座像、コスチューム(着 衣)の

表現であるが、しっかりしたデッサンカと

椅子の足をクロスさせた形 (構 成)で、

重量感を効果的に表現している。また

繊細な中にも力強い周夕刻ヘラのタッチの

跡は、モデリング(上付け)の探りの深さ

と、作家の粘り強い形の追求を感じさせ

る。

現代、失われつつある「父親の成厳J

を問われ、作品の前で立ち liまり対話の

できる内容のある、存在感の強い作品

である。       (棉 木 寿 )
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足を組んだ何気ないポーズの座像。

座椅子をシンプルにまとめ、その結果裸

婦像がより主張されている。頭部から胸、

腰、足の指先までゆったりと流れる量は、

落ち若いた空間を作り出して静かな動

勢を感じる。

呉象彫刻の伝統を、ベテランらしい表

現力で新しい虐、吹として感じさせる表

現である。的昨な写実力と密度の高い

女性像に、清楚で凛とした緊張感を感

じる。その中に若さと将来の夢、不安と

いった′亡1青的な訴えが可lこえてきそうで

ある。

(補本 寿 )
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平成19年 2月 に行われた長

鑑県在住の優れた作家の

200点 の作品を展示した長

幡県美術展覧会委嘱展。こ

こで |よ、その中から幾つか

の作品をビックアップして

こ覧しヽただきます。
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「春容」 吉澤 秀幸

広口の壼形陶器の表面に春の景色

をデザインした作品。柔らかい陶上の曲

面に直線を使った造形は甘くなりがちだ

が、この作品は、その技法の煩雑さを見

せずにすっきりと爽や力Чこまとめている。

4～ 5年前までオブジェなど抽象的

な作品を探求されていたものがこの直

線に生かされているように思われる。

赤色や黄色、緑色など5色の色上を

器の表面に象嵌された直線の風景は、

若葉がまだ芽吹く前の春の草原の土や

車の薫りがしてくるようだ。

(柴野 勝―)

∩

Cl

「尾瀬の春」  真島 チヨ子

尾瀬ヶ原の神秘的な感動を、心に描

き、作品として、表現することのむつかし

さに、四季を通じ、2度、3度と、足を運

び、『尾瀬の春』が、生まれたと作者は言

う。

至佛山から、湿原を蛇行して流れる、

川辺の花ばなの風景に、5・ 6年前か

らの想いだったそうだ。

少し、欲張ったモチーフにも見えるが、

雄大なる至佛山の残雪も、水芭蕉も、そ

こはもう水墨画の世界である。

しかし墨の濃淡だけで、雪の白さ、水

芭蕉の白さを、表現するのは大変な苦

労である。それでも、尾瀬の四季を楽し

み乍ら、描きましたと、氏は言い切った。

おとしより遥かに、若 し々さを感じたの

は水墨画への情熱からでしょうか。

(松尾 アヤ子)
一
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「装い」 米原 佐代子

若い女性が春の風に吹かれて、何気無いポーズをとっている姿

を人形の造形として表現している作品。

作者は、最近、人形の装いを洋服から和服に変えたと言う。その

理由は日本女性の顔は現代人でも洋服より和服のほうがよく合うと

思うからだそうだ。

長年、大和時代から江戸時代までの和服を研究してきた作者だ

が、この作品では、その研究の上に自分のオリジナリテイーをだす工

夫を「帯の位置」や「襟元」に凝らしている。

胸から裾に広がる柳の葉が春風に吹かれてなびく風情は、初々

しい若い女性のほのかな色香が感じられて爽やかだ。

(柴野 勝―)

「1魔トヒトリ」 松本 慈

物憂げに、何かを思い詰めている若

い女性の姿であろうか?

女性の周りにあるものは、窓以外に何

もなく、ただ多くの色が交錯して、不安な

空気が画面を包み込んでいる。若い女

性は作家自身であろうか?

現在の混沌とした世の中。その中で

生きている自分に押し寄せる焦燥感。

然し目は一点を凝視して生きる強さを予

感する。

日本画には、あまり馴染のない作風で

すが、今後大VЧこ期待する作家です。

「支えてくれる人に感謝の念をこめな

がら、色々な思いを包み込めるような空

気を、絵の中に描き込んでいきたい。」と

は作者の弁である。

(城 輝行 )

Museum in PQper
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「心の窓」 水田 陽峰

書は一般的に文字を素材とするが、同じく文字

を素材とする文学美とは区別を明確にしておく必

要がある。(一般的といったのは、文字を素材とし

なくても書は成立するからである。)書の鑑賞にお

いては、まず純粋にその造形美に浸ることが肝要

である。水田陽峰氏のこの作品は、それ自体完結

したと思われる作品を二つ並べた、いわば二部の

連作である。左恨Iは強い線の結体が飛沫の撥ね

た余白と相倹つて明るく激しい空間を創っている。

右側に目を移すと、紙面を覆う線というよりは面と

いったほうが適切かもしれない黒の一群に、何か

押し潰されそうな重圧感を覚える。また洞窟の入り

口みたいでもある。そういう二つの異質なものによる

対峙、調和、反撥が複雑で多様な現代の感覚・

感性の表現に迫ろうとする。そしてその黒と白の織

りなす世界をどう密児るかは、全て観る者に任されて

いる。何が書いてあるかではなく、何を感じたかが

大事な点である。氏はこの作品に「心の窓Jと題し

ている。左側は「心」字の甲骨文そのものである。タ

イトルにとらわれることもないのであるが、観る者が

それぞれの「心Jを想い、「′ムの窓」を開け閉めで

きれば十分ではなかろうか。 .

(近藤 幸成)

W

「自古山林有異人」 馬場 貧牛

象刻 (てんこく)は書部門において唯一筆と墨を使わない

部門である。古代中国の印章芸術をベースに象書体を書

法に基づき印面に構成し彫刻したもので石印材という誰に

でも細工のできる印材の発見から中国の文人達が好んで

自用印を制作した事に始まるのが象刻である。

「自古山林有異人」は王義之の蘭亭叙に見られる句で、

修行を積み徳を得た高士は山林に隠れているという意。

作品は、縦125ミリ横40ミリの長方形の印材に七文字が朱

で表現される朱文印と言う手法で制作されている。印全体

を概観すると各文字が偏平に作られあたかも隷書体の風格

を持つ。落ち着いた文字群とは裏腹に印の輪郭右狽1に大き

な変化 (石の欠け)を作り動きと立体感を出した。更に細かく

見ていくと細著限こ渡って刀痕が見られ線の動きと強さを出し

ている。最後に最も着目したいのは書法に基づいた線の表

現で起筆送筆Jえ筆等が象刻ならではの手法で表現されて

いる。   .

書道における文字には、象書、隷書、楷書、行書、草書と

ある。その中の象書が象刻に使われる。即ち、象書が書けな

ければ象刻はできない、というところに、書部門に属している

所以である。

因みに馬場兌牛氏は、日展入選六回他中央展での実績

は枚挙にいとまがない、県内禁刻界の第一人であることには

違いないと思っている一人である。    (坂 田 緑楓 )

Museum in Poper
No9osoki A「 I Exhibi前 On 洋 画
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「軍鶏」 小川 富子

攻撃直後、飛び降りる一羽とそれを

交わし反撃に移らんとするもう一羽の軍

鶏の荒 し々い戦いの一瞬を描いている。

鳥たちは緑も花もない石ころだら
')の
大

地で阿4多羅のごとく描かれている。

戦うことを宿命として与えられ命の限

りそれに従わされ生き続けなければなら

ない様は現代の人の姿に他ならない。

すばらしい描写力と対象を追う目の

動きがそのまま絵画上のドラマを創って

ヤヽるも

(笹田 末人)

「装い」 西本 親雄

トーンを押えた赤いゆったりとした肘掛

け椅子に肩肘をつき、やゃ正面を見つ

めて物思いにふけっている白いドレスの

婦人イ象である。

ドレスの刺繍が室内に入り込む柔か

い光を受けて様 な々模様を作り出す。背

景のカーテンや椅子がこの画面の中で

人の肌の色やドレスの色を更に美しく染

め上げている。この様な情景を眼にすれ

ば人は素直に美しいと思い、この婦人は

今何を想っているのか、と考えるだろう。

さす力引こ巧者の筆力である。

(笹田 末人)
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長
崎
県
合
唱
運
盟
理
事
長

松
)||

暢
男
氏

ヽ

＼

＼

昭

向

紳

鞠
揃
詢
詳

断

と
で
つ
学
同
長
の
要
請
で
純
心
大
で
教

鞭
を
執
る
よ
う
に
な
り
、人
ウ
年
で
２９
年

同国
。
「幼
児
教
育
の
中
の
歌
と
は
何
か
。
人
を

育
て
る
中
で
の
歌
と
で
つ
の
は
た
だ
き

れ
い
な
声
で
歌
う
の
で
は
な
く
、
本
当
に

歌
詞
を
理
解
し
、
そ
の
百
業
の
意
味
を

伝
え
る
よ
う
に
歌
わ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
ね
」

昭
和
１５
年
、
佐
賀

県
榊

埼

町
で
産

声
を
上
げ
た
。
戦
時
中
に
父
親
の
仕
事

上
の
関
係
で
朝
鮮
半
島
へ
渡
る
が
、
戦

後
ま
も
な
く
帰
国
。
佐
賀
県
内
の
小
学

校
を
二
≡
一度
と
転
校
す
る
な
か
、
小

学
４
年
生
の
時
、
歌
と
出
会
っ
た
。
ラ
ジ

オ
Ｆ
ン
ク
ー
ル
に
出
演
し
よ
う
と
で
つ
教

師
の
呼
び
か
け
が
き
つ
か
け
だ
つ
た
。
さ

ら
に
、
中
学
２
年
生
の
頃
に
は
ピ
ア
ノ

を
、
１８
歳
の
頃
に
は
オ
び
フ
を
学
び
始
め
、

長
崎
大
学
学
芸
学
部

（現
教
育
学
部
）

音
楽
科
へ
進
学
し
た
。
し
か
し
、始
め
ピ

ど

ス
ト
を
夢
見
た
が
事
情
で
鍵
盤
に

触
れ
る
時
間
が
減
っ
た
た
め
、
「歌
」
へ
切

り
替
え
教
職
に
就
い
た
。

"ゞ

i

■ i

線

午

▲

と

む

小
春
日
が
こ
も
れ
る
桜
並
木
が
続
く
丘
の
頂
上
で
は
聖
マ
リ
ア
像
が
来
校
者
を

や
さ
し
く
出
迎
え
て
く
れ
る
．長
崎
市
三
ツ
山
町
、
そ
こ
は
比
較
文
化
や
現
代
福
祉
、

人
間
心
理
や
英
語
情
報
、
そ
し
て
児
童
保
育
を
学
び
た
い
と
集
ま
っ
た
女
学
生
ら
の

気
品
あ
ふ
れ
る
学
び
舎
で
あ
る

長
崎
県
合
唱
連
盟
理
事
長
の
松
川
暢
男
氏
は

こ
の
長
崎
純
心
大
学
人
文
学
部
教
授
（児
童
保
育
学
科
長
）
．

ロ
マ
ン
ス
グ
レ
ー
の
ダ
ン
デ
ィ
な
紳
士
で
あ
る
．

Ｅ
Ｉ
上△

ゝ

088UNKYO

「コ
ー
ラ
ス
の
魅
力
は
い
ろ
い
ろ
な
音
楽
や
請
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
、
人
と
の
ブ
レ
ン
ド

こ
れ
は
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら
お
互
い
に
何
か
を
吸
収
で
き
る
こ
と
が
い
い
で
す
ね
」

任
地
は
長
崎
市
立
福
田
中
学
校
。

そ
し
て
、
同
市
立
山
里
中
学
校
ヘ

と
赴
任
す
る
。そ
の
年
か
ら
高
校
入
試
か

ら
音
楽
な
ど
は
外
さ
れ
た
こ
と
で
、
「ほ
ん

も
の
の
音
楽
教
育
」
を
追
究
し
始
め
る
。

「単
な
る
授
業
を
す
る
の
で
は
な
く
、そ

の
教
室
に
音
楽
を
響
か
せ
る
教
師
を
目
指

し
ま
し
た
。学
習
事
項
で
あ
る
音
符
や
記

号
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、二日
楽
そ
の
も
の

を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
、そ
れ
は
人
が
人
間

ら
し
く
生
き
る
こ
と
と
も
直
に
結
び
つ
く

こ
と
で
も
あ
り
、
や
り
が
い
の
あ
る
こ
と
で

し
た
。そ
う
思
う
と
難
し
ｒ
」と
で
も
あ
り

ま
し
た
が
、教
室
そ
の
も
の
が
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
の
よ
つゝ
で
楽
し
か
っ
た
で
す
」

山
里
中
に
は
か
れ
こ
れ
１３
年
間
勤
務
、

そ

の
間

、
Ｎ

Ｈ

Ｋ

、
Ｋ

Ｂ

Ｃ
等

の
合

唱

コ
ン

ク
ー
ル
で
入
賞
を
果
た
し
た
。

長
崎
県
合
唱
連
盟
の
第
５
代
理
事
長

に
な
っ
た
の
は
平
成
６
年
。

連
盟
の
ス
タ
ー
ト
は
戦
後
間
も
な
い
昭

和
２２
年
。戦
時
中
に
童
謡
も
教
え
て
も
ら

え
な
か
っ
た
抑
圧
か
ら
解
放
感
を
求
め
全

国
の
至
る
所
で
合
唱
連
盟
が
生
ま
れ
た
時

代
だ
っ
た
。初
代
理
事
長
は
伊
藤
英

一
氏
。

昭
和
３４
年
に
は
佐
世
保
支
部
が
独
立

し
、
長
崎
県
理
事
長
に
は
長
崎
支
部
と
佐

世
保
支
部
が
２
年
交
代
で
担
当
す
る
こ
と

に
な
り
、そ
の
１
年
後
に
は
寺
崎
良
平
氏

が
第
２
代
支
部
長
に
な
る
。
ま
た
、
＞」の
年

の
６
月
、
１５
団
体
が
参
加
し
長
崎
国
際
文

化
会
館
講
堂
に
て
第
１
回
合
唱
祭
を
開

催
。
そ
れ
か
ら
は
、
長
崎
市
公
会
堂
や
三

菱
会
館
な
ど
場
所
を
移
し
、参
加
団
体
が

年
々
超
え
る
な
か
毎
年
開
催
し
て
き
た
。

合
唱
祭
が
１５
回
目
を
数
え
る
昭
和
４９

年
に
は
森
元
聰

一
郎
氏
が
第
３
代
支
部

長
に
就
任
し
、
＞この
年
よ
り
県
マ
了
コ
ー
ラ

ス
大
会
が
始
ま
っ
て
い
る
。
日
本
中
が
高
度

成
長
の
絶
頂
期
で
活
気
あ
ふ
れ
る
時
代
背

景
だ
っ
た
。

昭
和
５３
年
頃
、テ
レ
ビ
長
崎
（Ｋ
Ｔ
Ｎ
）

の
開
局
１０
周
年
記
念
と
し
て
長
崎
交
響

楽
団
を
バ
ッ
ク
に
「夕
鶴
」
が
開
演
さ
れ
る
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
練
習
す
る
に
は
歌
い
手

が
い
な
い
と
困
る
。歌
い
手
４
名
の
一
人
と

し
て
半
年
間
美
声
を
響
か
せ
、
こ
れ
が
長

崎
県
オ
ペ
ラ
協
会
発
足
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

今
年
度
は
長
崎
県
合
唱
連
盟
結
成
６０

周
年
。
６
月
に
開
く
記
念
合
唱
祭
で
は
全

日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
２０
年
連
続
金
賞

を
受
賞
し
た
「京
都
エ
コ
ー
」
を
招
い
て
盛

大

に
開
催
す
る
予
定

で

あ

る
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

で
は
邦

人
作

品

中

の
名

曲
「水
の
い
の
ち
ス
指
揮

浅
井
敬
童
氏
）を
披
露

す
る
た
め
日
頃
の
指
導

も
予
断
を
詐
さ
な
い
。

「今
は
昔
と
違
い
、ヨ
ン
ク
ー
ル
に
は
出
な

い
が
、演
奏
会
を
開
き
各
団
体
が
楽
し
む

な
ど
団
体
の
個
性
が
出
て
き
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
パ
フ
オ
ー
マ
ン
ス
を
取
り
入
れ
歌
に

動
き
が
付
き
、よ
り
旨
く
な
る
時
も
あ
れ

ば
、
反
対
に
崩
れ
る
時
も
あ
る
。常
に
勉
強

す
る
こ
と
ば
か
り
で
す
ね
」
と
分
析
す
る
。

初

「これからも歌を通してより多くの人と出会いたい」

今
、好
き
な
歌
は
Ｆ

っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
が
、″
不
ッ
サ
ン
ス
時
代
の
曲
は

気
持
ち
が
ほ
ぐ
れ
ま
す
。毎
朝
聴
い
て
い
ま

す
よ
。他
に
は
日
本
を
代
表
す
る
よ
う
な

曲
も
好
き
で
す
。何
か
を
伝
え
ら
れ
る
歌

は
い
い
で
す
ね
」
と
歌
が
持
つ
特
有
の
説
得

力
を
諭
す
よ
う
に
語
る
。

フ
」れ
か
ら
も
歌
を
通
し
て
よ
り
多
く

の
人
と
出
会
い
た
い
。立
日
楽
と
で
つ
の
は
経

済
的
な
力
や
政
治
的

な
力
は
弱
い
が
、
心
が

ほ
ぐ
れ
胸
の
中
で
温
か

い
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

ま
た
、自
分
が
自
分
ら
し
く

生
き
て
い
け
る
力
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
コ
ー
ラ
ス
の
魅
力
は
い
ろ
い
ろ
な
音
楽
や

詩
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
、
人
と
の
ブ
レ

ン
ド
、
こゝれ
は
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら
お
互

い
に
何
か
を
吸
収
で
き
る
こ
と
が
い
い
で
す

ね
」音
楽
と
で
つ
形
に
無
い
も
の
を
熟
く
語

る
眼
の
向
，こう
に
は
当
時
の
８
ミ
リ
を
観

て
い
る
よ
う
な
口
ぶ
り
で
回
廊
を
た
ど
っ
て

い
た
。

こ
れ
か
ら
の
音
楽
が
担
う
真
意
を
タ
ク

ト
に
込
め
今
日
も
振
る
。　
　
　
　
（柏
）
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「ホ
ー
ル
に
ピ
ア
ノ
っ
て
あ
る
の
？
」
「チ
ェ

ン
バ
ロ
つ
て
あ
る
の
？
」
―
「な
い
で
す
。借
り

る
ん
で
す
！
」
み
ん
な
の
驚
き
を
隠
せ
な
い

質
問
を
受
け
な
が
ら
、
コ
ン
サ
ー
ト
の
準
備

は
着
々
と
進
み
ま
し
た
。

「ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館
展
」
を
見
る
と
、

い
ろ
い
ろ
立国
が
煎
”こ
えゝ
る
。ギ
ン
ュ
ー
マ
ン
、ロ

シ
ア
音
楽
、リ
ュ
ー
ト
、ヴ
イ
オ
ー
ル
、ヴ
イ

、

オ
ラ
・グ
・ガ
ン
バ
、
ピ
ア
ノ
…
特
に
ベ
ル
ギ
ー

出
身
の
作
山
家
Ｚ
フ
ン
ク
や
イ
ザ
イ
の
崇

高
な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
響
き
が
展
示
室
全

体
か
ら
薫
る
様
に
私
に
は
聴
＞」え
ま
し
た
。

こ
の
素
晴
ら
し
い
展
覧
会
に
相
応
し
い

音
楽
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
の
が
、
Ｏ
Ｍ
Ｕ

Ｒ
Ａ
室
内
合
奏
団
。＞」の
色
々
な
音
が
漂

う
展
覧
会
を
表
現
し
た
い
！
　
私
が
ぶ
つ

け
る
無
理
難
題
に
マ
不
―
ジ
ヤ
ー
と
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ア
ン
は
頭
を
抱
え
な
が
ら
、
曲
目

を
選
定
し
、ベ
ル
ギ
ー
王
立
美
術
館
展
を

「時
代
」
と
で
つ
大
き
な
流
れ
で
音
楽
を
組

み
立
て
る
こ
と
に
話
は
ま
と
ま
っ
て
い
き
ま

し
た
。
私
た
ち
の
思
い
が
通
じ
た
の
か
、
チ
ケ
ッ

ト
は
１
週
間
前
に
は
完
売
―
会
場
を
埋
め

尽
く
す
多
く
の
お
客
様
の
こ
と
を
考
え
る

と
緊
張
し
て
眠
れ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、な
ん
と
か
多
く
の
お
客
様
に
感
動
を

伝
え
た
い
、そ
の
一
心
で
し
た
。

当
日
、
１３
時
に
ｌ
Ｆ
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ

ビ
ー
で
行
っ
た
無
料
プ
レ
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
天

井
の
高
い
ロ
ビ
ー
に
温
か
い
陽
だ
ま
り
の
よ

う
に
、ま
た
繊
細
に
降
り
注
ぐ
月
光
の
よ

う
に
弦
楽
四
重
奏
の
美
し
い
和
声
が
響
き

渡
り
ま
し
た
。チ
ェ
ン
バ
ロ
を
初
め
て
見
る
。

聴
く
お
客
様
は
コ
ン
サ
ー
ト
が
終
わ
っ
た
途

平
成
１８
年
３
月
、
教
育
委

員
会
に

配
属
。無
か
ら
作
り
出
す
「イ
ベ
ン
ト
」

の
公
演
は
、
地
元
の
共
演
団
体
と
の
連

絡
の
不
徹
底
か
ら
は
じ
ま
り
当
初
か
ら

難
航
し
た
。

で
も
動
き
出
す
と
意
外
と
早
く
物

事
は
進
む
、が
チ
ケ
ツ
ト
の
売
れ
行
き
が

亜
心い
。　
　
　
　
　
　
′

ワ
ー
ク
シ
ョ
ツ
プ
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
林

田
さ
ん

一
人
が
５０
人
も
の
子
ど
も
達

を
１
時
間
３０
分
休
憩
な
く
実
施
。
そ
の

パ
ワ
ー
と
太
鼓
へ
の
思
い
が
素
人
の
担
当

の
胸
に
突
き
刺
さ
る
。〈
＞」の
郷
土
長
崎

の
芸
術
家
は
す
ガ」い
Ｈ
〉

子
ど
も
た
ち
は
林
田
さ
ん
に
ど
ん
ど

ん
引
き
込
ま
れ
て
、う
ま
く
な
っ
て
い
く

の
だ
。

本
番
。館
内
は
ほ
ぼ
満
席
だ
。地
元

の
大
鼓
集
団
の
演
奏
が
は
じ
ま
る
。
２
つ

の
団
体
（江
迎
町
内
の
龍
王
太
鼓
・獅

子
罪
太
鼓
）は
、練
習
成
果
を
十
分
に

披
露
。大
い
に
わ
が
町
の
大
鼓
を
Ｐ
Ｒ

し
て
く
れ
た
。

さ
て
Ｚ
Ｉ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｇ
の
登
場
。
リ
ハ

と
は
全
然
違
う
迫
力
だ
。
聴
衆
は
演
奏

に
酔
っ
て
い
る
。
照
明
等
の
演
出
も
加

．
わ
っ
て
な
ん
と
も
で
た
な
い
躍
動
感
と
美

し
さ
が
あ
る
。
ま
さ
に
ス
ー
パ
ー
和
太
鼓

だ
。よ
く
も
あ
そ
こ
ま
で
手
や
体
が
動
く

も
の
で
あ
る
。
「練
習
す
れ
ば
な
る
さ

。と
で
は
な
く
「プ
ロ
意
識
こ
そ
な
せ
る

技
で
あ
る
」
と
感
じ
、終
了
後
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
読
み
な
が
ら
、
「給
料
も
ら
い

な
が
ら
、
な
ん
て
す
ば
ら
し
い
仕
事
を

さ
せ
て
も
ら
つ
た
ん
だ
ろ
う
」
と
感
謝
し

た
。教
育
委
員
会
の
仕
事
は
、ど
＞」に
目

線
を
置
き
、い
か
に
考
え
る
か
だ
。
「す

ば
ら
し
か
つ
た
ね
！
」
の
聴
衆
の
声
で
そ

れ
ま
で
の
苦
労
は
吹
き
飛
ん
だ
。今
後

も
新
た
な
事
業
の
開
催
に
向
け
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｚ
Ｉ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｇ
の
演
奏
、瑞
宝
太

鼓
の
演
奏
に
大
感
動
！
感
動
の
涙
が
で

ま
し
た
Ｉ
太
鼓
へ
の
気
持
ち
や
思
い
が

伝
わ
っ
て
き
て
元
気
を
た
く
さ
ん
頂
き

ま
し
た
Ｉ
最
高
で
し
た
Ｉ

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が
表
す
と
お
り
、

今
回
の
Ｚ
Ｉ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｇ
の
公
演
は
大

成
功
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
開

場
前
か
ら
、多
く
の
方
々
が
行
列
を
な

し
、会
場
は
超
満
員
で
し
た
。

第
１
部
は
雲
仙
市
の
「勤
労
障
害
者

長
崎
打
楽
交
流
団
。瑞
宝
太
鼓
」
に
よ

る
演
奏
。知
的
障
害
と
で
つ
ハ
ン
デ
イ

キ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
な
が
ら
も
、大
好
き

な
太
鼓
を
打
ち
な
が
ら
自
ら
の
可
能

性
に
挑
戦
し
、社
会
と
の
交
流
を
深
め
、

活
発
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
瑞
宝
太
鼓

は
、
地
域
文
化
の
振
興
に
貢
献
し
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
、
平
成
１８
年
度
県
地
域

文
化
章
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
太
鼓
の
演
奏
は
、
心
を
打
た
れ

る
も
の
が
あ
り
、
ま
つ
す
ぐ
な
心
で
打
つ

太
鼓
に
は
、観
客
希
感
動
」
と
ｒ
２
百

葉
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

第
２
部
で
は
Ｚ
Ｉ
Ｉ
Ｐ
△
Ｎ
Ｇ
の
公

演
。
圧
倒
的
な
テ
ク
一ラ
ク
と
グ
ル
ー
プ

感
、
エ
ネ
ル
ギ
ィ
ン
ュ
か
つ
ポ
ツ
プ
な
ス

テ
ー
ジ
、
ま
た
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
と
の
セ
ッ

シ
ョ
ン
も
あ
り
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し

た
。ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
は
Ｚ
Ｉ
Ｉ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｇ
と
瑞
宝
太
鼓
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
。
Ｚ
Ｉ
Ｉ

Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｇ
の
リ
ー
ダ
ー
林
田
ひ
ろ
ゆ
き

氏
は
、
公
演
に
向
け
瑞
宝
太
鼓
へ
の
指

導
と
で
つ
こ
と
で
２
回
訪
問
し
、
瑞
宝

太
鼓
の
皆
さ
ん
は
本
公
演
に
向
け
て
練

習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。息
の
あ
っ
た
迫

力
あ
る
演
奏
に
観
客
か
ら
は
大
き
な

拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、
和
太
鼓
の
魅
力

を
十
分
に
堪
能
で
き
た
素
晴
ら
し
い
コ

ン
サ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

‖
|

頑
張
っ
て
い
る
郷
土
の
芸
術
家
と

地
元
ス
タ
ッ
フ
の
惑
動
と
喜
び

江
迎
町
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
係

　

里
竿
徊

　

一夫

泳
田
ひ
ろ
ゆ
き
と

「
Ｚ
Ｉ
‐
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｇ
」
の
せ
界

誦
而

市
教
育
委
口貝
会

生
涯
学
習
課

主
事
　

林

田

　

慎

也

OMURA室内合奏団ビアノ五重奏と
ベガレギー王立美術ng展 (2月 18日 )

長崎県美術館総務広報グループ  建 石 久 美 子

I

エントランス回ビー

での無料ブレコン

サートの様子。

端
に
チ
エ
ン
バ
ロ
の
周
り
に
わ
っ
と
集
ま
り
、

日
は
み
ん
な
子
ど
も
よ
う
に
キ
ラ
キ
ラ
ー

‐６
時
か
ら
の
展
覧
会
の
学
芸
員
に
よ
る

作
品
解
説
は
、担
当
の
学
芸
員
も
び
っ
く

り
す
る
ほ
ど
多
く
の
お
客
様
が
熱
心
に
食

い
入
る
よ
う
に
解
説
を
聴
い
て
い
ま
し
た
。

や
は
り
美
術
と
音
楽
、
士Ａ
術
を
愛
す
る
芯

は
共
通
し
て
い
ま
す
ね
。学
芸
員
の
絵
の
中

に
引
き
込
む
よ
う
な
詳
細
か
つ
熟
の
こ
も
っ

た
作
品
解
説
に
よ
っ
て
、あ
た
か
も
各
作
品

の
主
人
公
に
自
分
が
な
っ
て
い
る
よ
う
な
…

そ
ん
な
素
敵
な
時
間
を
過
ご
し
た
お
客
様

た
ち
は
、
い
ざ
コ
ン
サ
ー
ト
ヘ
向
か
い
ま
す
。

‐７
時
か
ら
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、純
粋
に
音

を
楽
し
む
た
め
に
２
Ｆ
ホ
ー
ル
で
ク
ロ
ー
ズ

さ
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
。
不
思
議
な
こ
と
に
、

前
日
の
リ
ハ
、当
日
の
ゲ
ネ
プ
ロ
と
重
ね
る

ご
と
に
翌
日
に
包
ま
れ
る
」
感
じ
が
増
し
て

き
ま
す
。
ピ
ア
ノ
ソ
ロ
・ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
＆
ピ

ア
ノ
、ピ
ア
ノ
三
重
奏
、弦
楽
四
重
奏
、ピ

ア
ノ
五
重
奏
と
が
フ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
編
成

と
、演
奏
す
る
山
に
関
連
し
た
出
品
作
品

を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
す
こ
と
で
、二日
楽

の
多
彩
さ
の
み
な
ら
ず
美
術
と
の
深
い
関

わ
り
を
も
感
じ
ら
れ
る
。弦
楽
器
な
ら
で

は
の
響
き
を
肌
で
感
じ
、
間
近
で
弓
使
い
を

見
て
、音
の
振
動
を
体
感
し
、複
雑
な
和

声
の
移
り
変
わ
り
に
浮
遊
感
に
も
似
た
快

い
感
覚
…
そ
し
て
「音
に
包
ま
れ
る
」
。演

奏
者
と
聴
衆
、美
術
と
音
楽
‥
相
互
が
近

く
に
存
在
す
る
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
瞬
間

を
、今
回
来
ら
れ
た
お
客
様
が
少
し
で
も

感
じ
と
っ
て
頂
け
て
い
る
な
ら
‥
私
は
や
っ

と
眠
れ
ま
す
。

圧倒的なテクニックで魅了し続けるスーパー和太鼓プロジェクト

踊箋縣

|工   i

国四ロ
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」
章

ti

お

愚

と

申

マこ_二

性

・～―
、ｒ
性

ｒ

か

ヽ
．

エスプリを指導する藤田 雅先生

憧
れ
の
ウ
ィ
ー
ン
の
舞
台
に
立
っ
て

〒
ル
・ア
ザ
レ
ア
指
揮
者
　
平
野
　
か
ず
子

ウ
イ
ー
ン
楽
友
協
会
大
ホ
ー
ル
・黄
金
の

間
は
、
世
界
中
の
ク
ラ
ンヽ
ツ
ク
音
楽
フ
ァ
ン

憧
れ
の
ホ
ー
ル
と
し
て
そ
の
名
を
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

十
九
世
紀
後
半
に
建
立
さ
れ
、
比
類
の

な
い
最
高
レ
ベ
ル
の
音
響
効
果
を
も
ち
、内

部
は
黄
金
色
に
輝
い
て
い
ま
す
。

そ
の
夢
の
よ
う
な
ホ
ー
ル
で
催
さ
れ
る

ウ
イ
ー
ン
市
文
化
局
教
育
部
主
催
・ウ
ィ
ー

ン
市
後
援
・日
本
，オ
ー
ス
ト
リ
ア
文
化
交

流
会
運
営
の
第
九
回
「ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協

会
大
ホ
ー
ル
公
演
」
に
日
本
か
ら
推
薦
さ

れ
た
四
団
体
？
つ
ち
の

一
つ
に
コ
ー
ル
・ア

ザ
レ
ア
」
も
選
ば
れ
ま
し
た
。

参
加
が
決
ま
っ
て
か
ら
の

一
年
余
り
、

″
日
本
を
／′
′′長
崎
を
″
ど
の
よ
う
に
ウ
ィ
ー

ン
の
人
々
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
…
…

熟
考
し
練
習
し
ま
し
た
。

そ
し
て
二
〇
〇
七
年

一
月
六
日
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

長
崎
に
因
ん
だ
「幻
想
曲
長
崎
ぶ
ら
ぶ

ら
名
蝶
々
夫
人
の
幻
想
七
さ
く
ら
名
金
比

羅
船
々
名
お
江
戸
日
本
橋
」
を
着
物
姿
で

歌
い
ま
し
た
。

黄
金
の
間
の

一
階
、
一
一階
、
〓
一階
バ
ル
コ

ニ
ー
席
ま
で
満
席
の
会
場
か
ら
頂
い
た
大

き
な
拍
手
と
笑
顔
の
観
客
の
な
か
で
…
…
。

親
睦
パ
と
ア
ィ
で
は
ウ
ィ
ー
ン
本
場
の

「美
し
き
青
き
ド
ナ
ウ
」
な
ど
を
歌
い
、
最

後
に
披
露
し
た
「長
崎
の
鐘
」
で
会
場
は
長

崎

一
色
に
盛
り
上
が
っ
た
こ
と
も
忘
れ
ら

れ
な
い
大
き
な
思
い
出
の
一
つ
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
ロ

ー
ル
・ア
ザ

レ
ア
」
に
対
し
激
励
し
送
り
出
し
て
下
さ
い

ま
し
た
長
崎
県
知
事
、
長
崎
市
長
、
そ
し

て
関
係
者
の
方
々
に
深
く
感
謝
申
し
あ
げ

ま
す
。

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

‥

！

！

！

！

ｌ

ｌ

！

！

！

！

！

！

！

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｌ

鳳

卜

出

Ｉ
‐

Ｉ

」

Ｉ

田

■

口

闘

日

Ｆ

ｒ ｉ

山

田

田

四

ｒ

ユ

尉

な
が
さ
き
室
内
楽
祭
の
オ
ー

デ
イ
ン
ョ
ン
か
ら
本
番
ま
で
の
約
半

年
間
は
本
当
に
あ
っ
と
で
つ
間
で

し
た
。
オ
ー
デ
イ
ン
ョ
ン
で
は
緊
張

し
て
縮
こ
ま
っ
て
し
ま
い
「楽
し
く

な
さ
そ
う
」
と
言
わ
れ
た
私
達
も
、

先
生
方
の
楽
し
く
貴
重
な
レ
ッ
ス

ン
を
経
験
し
、
本
番
で
は
と
て
も
楽

し
く
、今
ま
で
で

一
番
良
い
演
奏

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

先
生
方
の
レ
ッ
ス
ン
を
通
し
て
木

管
五
重
奏
の
難
し
さ
も
痛
感
し
ま

し
た
が
、
同
時
に
も
っ
と
木
管
五
重

奏
が
好
き
に
な
り
ま
し
た
。

な
が
さ
き
室
内
楽
祭
に
参
加
さ

せ
て
頂
け
た
こ
と
で
、
た
く
さ
ん
の

貴
重
な
経
験
が
で
き
、
ｅ
ｓ
ｐ
ｒ

ｉ
ｔ
は
確
実
に
成
長
で
き
た
と
思

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

ピ
ア
ノ
と
の
デ
ュ
オ
を
親
友
と
の

語
ら
い
、オ
ケ
や
吹
奏
楽
を
大
勢

で
ワ
イ
ワ
イ
騒
ぐ
様
子
と
例
え
る

な
ら
、
さ
な
が
ら
室
内
楽
は
、
何
人

か
の
気
の
お
け
な
い
仲
間
で
時
間

を
忘
れ
て
盛
り
上
が
る
よ
う
な
、

そ
ん
な
感
覚
だ
。
そ
れ
だ
け
に
、
室

内
楽
は
楽
し
い
。楽
器
同
士
の
会

話
の
よ
う
な
や
り
取
り
は
、
た
ま

ら
な
い
魅
力
が
あ
る
。

ひ
と
つ
の
楽
曲
を
深
く
掘
り
下

げ
な
が
ら
作
っ
て
い
く
過
程
で
、数

回
の
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
て
ア
ド
バ
イ

ス
が
も
ら
え
る
の
は
、奏
者
に
は
と

て
も
心
強
く
て
、
そ
し
て
贅
沢
だ
①

フ
」ん
な
演
奏
は
ど
う
？
」
と
い

う
提
案
を
、
一百
葉
で
は
な
く
演
奏

で
示
し
て
く
れ
る
。

そ
れ
は

一
流
の
演
奏
家
だ
か
ら

こ
そ
で
、
誰
で
も
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
。

素
晴
ら
し
い
企
画
と
、
素
晴
ら

し
い
講
師
の
先
生
方
の
両
方
に
、
深

く
感
謝
し
た
い
。

私
共
ソ
ノ
ー
ル
ス
ク
エ
ア
は
全
員

社
会
人
で
居
住
地
が
点
在
し
て
い

る
為
、機
会
を
捉
え
日
程
を
調
整

し
な
が
ら
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
楽
し
ん

で
お
り
ま
す
。
又
メ
ン
バ
ー
相
互
で

話
合
ｒ

工
夫
し
な
が
ら
練
習
し

て
お
り
ま
す
が
我
々
の
み
で
は
進

歩
が
限
ら
れ
ま
す
。
＞」の
状
況
下
、

室
内
楽
祭
に
て
先
生
方
の
ご
指
導

を
受
け
演
奏
の
機
会
を
頂
け
た
事

は
多
大
な
刺
激
に
な
り
ま
し
た
。

レ
ツ
ス
ン
で
は
音
楽
の
成
り
立

ち
・楽
器
の
配
合
・奏
法
見
直
し
は

も
と
よ
り
、各
奏
者
の
創
造
性
と

グ
ル
ー
プ
の
和
が
如
何
に
大
切
か

を
体
感
し
得
た
事
は
何
者
に
も
替

え
難
い
経
験
で
す
。
準
備
不
足
で

ビ
トア
オ
審
査
時
か
ら
寛
大
な
処
置

を
頂
き
、レ
ッ
ス
ン
で
は
練
習
場
を

提
供
頂
く
等
細
や
か
な
ご
配
慮
を

賜
り
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を
が
不
に
更
に
研

鑽
を
積
ん
で
参
り
た
く
、事
務
局

等
関
係
各
位
の
ご
支
援
に
深
く
感

謝
し
ま
す
。

演奏会 3月 4日

アルカスSASEBO
中ホール

音楽監督

豊嶋 泰嗣
(桐朋学園大学大学院講
師、ヴァイオリニスト)
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「夢桜」公演(3月 18日 )

島
原
市
教
育
委
具

雰

共

荻

育
課

　

土

橋

　

啓

介

み
ん
な
で
つ
く
っ
た
手
作
り
の

「春
風
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」

昨
年
の
秋
、文
化
振
興
課
か
ら
島
原
半

島
地
域
の
文
化
活
動
を
リ
ー
ド
す
る
人
の

集
ま
り
を
作
り
た
い
、
と
い
つ
お
話
が
あ

り
ま
し
た
。

島
原
半
島
と
ｒ
つ
ま
と
ま
っ
た
地
域
で

そ
の
よ
う
な
集
ま
り
が
で
き
る
の
は
喜
ば

し
く
早
速
そ
れ
ぞ
れ
の
市
で
呼
び
か
け
を

さ
れ
、
「地
域
の
文
化
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

座
」
の
第
１
回
目
が
１２
月
３
日
、
国
見
文

化
会
館
ｇ
言仙
市
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

最
初
は
、皆
さ
ん
講
座
の
内
容
が
ど
の

よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
、
と
興
味
と
不
安
が

半
分
の
よ
う
な
感
じ
で
し
た
が
、
コ
ー
デ
イ

ネ
ー
タ
ー
の
堀
内
伊
吹
先
生
（長
崎
大
学

教
育
学
部
教
授
）が
ピ
ア
ノ
を
使
っ
た
レ
ク

レ
ー
トン
ョ
ン
を
行
な
っ
て
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て

く
だ
さ
り
、そ
れ
ぞ
れ
地
域
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
民
間
の
方
や
行
政
の
担
当
者
は
す

ぐ
に
顔
な
じ
み
と
な
っ
て
和
気
語
々
の
う

ち
に
講
座
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

こ
の
講
座
の
特
長
は
、た
だ
聴
講
す
る

だ
け
で
な
く
実
際
に
何
か
を
作
り
上
げ
よ

う
と
す
る
と
こ
ろ
で
、
２
回
目
の
２
月
４

日
、あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル
（南
島
原
市
）

の
講
座
で
は
、実
際
に
小
浜
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ル

ス
タ
ー
ズ
（略
称
Ｏ
Ｊ
Ａ
）
と
長
崎
大
学
の

皆
さ
ん
の
演
奏
を
聴
き
、次
回
の
講
座
で

ニヽ
コ
ン
サ
ー
ト
を
ど
う
行
う
か
、を
話
し

合
い
ま
し
た
。

当
初
、ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
的
な
比
較
的

小
さ
な
催
し
を
考
え
て
い
た
も
の
が
、結
局
、

Ｏ
Ｊ
Ａ
と
長
大
の
み
な
さ
ん
（ポ
ン
ン
ブ

ル
）
の
出
演
の
快
諾
を
得
、さ
ら
に
受
講
者

の
山
本
さ
ん
の
所
属
団
体
で
あ
る
北
有
馬

の
コ
ル
ス
ア
ン
ジ
エ
リ
ク
ス
の
出
演
も
決
ま

り
、ホ
ー
ル
を
使
っ
た
ち
ゃ
ん
と
し
た
コ
ン

サ
ー
ト
、
題
し
て
「春
風
フ
了
ミ
リ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま

し
た
。

こ
の
時
点
で
時
間
は
ｌ
ヶ
月
程
度
し
か

な
か
っ
た
の
で
す
が
、受
講
者
は
手
分
け
し

て
チ
ラ
シ
作
成
、広
報
活
動
等
に
当
た
り
、

３
月
■
日
、有
明
総
合
文
化
会
館
（島
原

市
）
で
本
番
当
日
を
逝
え
ま
し
た
。

こ
＞こで
も
、受
講
者
が
受
付
や
舞
台
係

な
ど
役
割
分
担
し
実
際
運
営
に
当
た
り

ま
し
た
。準
備
期
間
が
短
か
っ
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、約
２
５
０
名
の
お
客
さ
ん
が
来

場
さ
れ
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
た
っ
た
３
回
の
講
座
で

し
た
が
、受
講
者
皆
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
作
り

上
げ
る
と
で
つ
素
晴
ら
し
い
経
験
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
ま
た
、受
講
者
同
士
の
横
の

関
係
も
出
来
、
こ
れ
も
今
後
の
そ
れ
ぞ
れ

の
財
産
と
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
＞」の
よ
う

な
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
シ
ー
ハ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団

冨
グ
桜
」

発
表
会
「国
―
マ
ヘ
の
旅
立
ち
」
を

終
え
て

昨
年
の
６
月
か
ら
文
化
庁
の
「文
化
芸

術
に
よ
る
創
造
の
ま
ち
」
支
援
事
業
の
助

成
を
受
け
て
取
り
組
ん
だ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

講
座
の
仕
上
げ
と
し
て
、
３
月
１８
日
に
発

表
会
を
行
い
ま
し
た
。

劇
団
昴
の
菊
池
さ
ん
か
ら
指
導
を
受

け
た
戯
曲
講
座
９
名
の
様
々
な
ア
イ
デ
ア

が
詰
ま
っ
た
ンヽ
ノ
プ
ンヽ
ス
を
川
尻
さ
ん
が
戯

曲
に
ま
と
め
、演
出
も
行
い
ま
し
た
。立
日
楽

講
座
３
名
は
、
６
曲
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を

初
め
て
書
き
上
げ
、作
曲
家
の
上
田
さ
ん

の
ア
レ
ｋ
ン
で
仕
上
げ
て
も
ら
い
。
振
付
講

座
４
名
は
、
振
付
家
の
大
原
さ
ん
の
指
導

の
成
果
を
個
性
豊
か
な
振
付
と
し
て
仕
上

げ
、
演
技
講
座
Ｈ
名
は
、
劇
団
員
の
指
導

に
当
た
り
、
ス
タ
ッ
フ
講
座
の
３
名
は
、
装

置
、立
日
響
、
照
明
の
プ
ラ
ン

ラ
グ
や
操
作

を
行
っ
て
、手
作
り
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
市
民

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
４０
分
に
わ
た
っ
て
さ
く
ら

ホ
ー
ル
で
上
演
し
ま
し
た
。

１
月
２７
日
に
公
開
ゲ
ネ
プ
ロ
を
行
い
、

菊
池
、
大
原
の
両
講
師
に
″駄
目
だ
し
″
も

頂
き
、
ま
た
自
分
た
ち
の
反
省
も
活
か
し

て
の
発
表
会
は
２
０
０
名
余
り
の
お
客
さ

ん
の
大
き
な
拍
手
で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
＞」れ
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
８
月
の

本
公
演
に
向
け
、
本
格
的
な
稽
古
が
始
ま

り
ま
す
。

タ
イ
ト
ル
は
、
「天
正
遣
欧
使
節
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
・光
る
海
～
世
界
史
に
日
本
を
登

場
さ
せ
た
少
年
達
～
」
で
す
。

蔵
曲
講
座
の
主
婦
宮
崎
さ
ん
に
よ
る
成

曲
を
菊
池
さ
ん
の
演
出
、
上
田
さ
ん
の
音

楽
、
大
原
さ
ん
の
振
付
そ
し
て
、
プ
ロ
の
創

り
上
げ
る
美
術
、
立
口
響
、
照
明
１
２
時
間

に
及
ぶ
本
格
的
な
ヽヽ
ュ
ー
ジ
カ
ル
は
、
き
っ
と

素
晴
ら
し
い
感
動
と
な
っ
て
多
く
の
観
客

に
伝
わ
り
、
ンヽ
ー
ハ
ッ
ト
市
民
ヽヽ
ュヽ
ー
ジ
カ
ル

を
代
表
す
る
作
品
と
し
て
、今
後
も
再
演

や
各
地
で
の
上
演
を
目
指
し
て
、
″ヽ
ュヽ
ー
ジ

カ
ル
劇
団
夢
桜
々
は
日
々
稽
古
に
励
ん
で
い

き
ま
す
。

８
月
１０
日
～
１２
日
の
本
呑
に
は
、
是
非

ご
来
場
頂
き
ま
す
よ
う
、
団
員

一
同
心
よ

り
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
＞」の
作
品
を
通
し
て
あ
な
た
の
町

で
お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。

『天
正
遣
欧

少
年
使
節

ミ
ュ

ー
ジ

カ

ル
』

公
演
に
向
け
て
。

||IIII● | |― |十 li llII

Spring Wind Family Concert

財
団
法
人
　
大
村
市
振
興
公
社
　
事
業
部
　
　
棋
伸
崎

　

】Ｃ
汁
準

“春 とともに "

平成19年 3月 11日 (日)島原市有明総合文化会館 (グリーンウェーブ)にて

ファミリーコンサート

ひと味違ったジャズ&ク ラシックコンサートを、人―ノ＼からこどもまで楽しんだ森 のひととき。

BUNKYO 14Cu turall輸 format on of NagЭ saki15



国内トップアーティスト 県内音楽家の潜在的な力
県、市町、文化関係機関

学校、音楽団体、報道機関

35年の歴史を持つ 長崎県新人演奏会

長
　
障
　
市

時

津

阿

佐

世

保

市

１
１
亨

佐

世

保

市

長
　
睛
　
市

コ
ン
サ
ー
ト

‐５
本

育てる
音楽分野の

人材育成

作 る
広範な参加と連携による

音楽祭づくり

楽 しむ
県民が音楽を楽しむ

機会拡大

賑 わ う
音楽による賑わいのある

まちづくり

26本に及ぶコンサート、プレイベント、セミナー等

H

―ケス

10月 28日口長崎ブリックホール

Ⅲ 指   揮
ロ ピア ニスト

ロ ヴァイオリニスト

ロ ピアニ スト

ロ ピアニスト

回 合 唱 指 揮

室内楽への誘い

10月26日 (金 )ア )レカスSASEBO
イタリア・カンパーエア合美団

10月20日 (JL)アルカスSASEBO

長崎ルネサンス!

この日、長崎に新しいオーケストラが誕生する

音楽祭を記念して結成されたオーケストラ、指揮は大山平―郎

と松川暢男。伊藤恵 (ピアノ)・豊嶋泰嗣(ヴァイオリン)。辻本

玲 (チェロ)による二重協奏曲、堀内伊吹・井谷俊三によるピ

アノ協奏曲、記念合唱団によるメサイヤ合唱など、音楽祭フィ

ナーレを飾る。

室内果への誘い

10月 2!8日 Eヨ ァジレカスSASEBO

日本のトップアーティストによる

魅惑のアンサンブル

前半は県内ピアニストと木管奏者による五重奏。後半は伊藤

恵 (ピアノ)。豊嶋泰嗣(ヴァイオリン),大 山平―郎 (ヴィオ

ラ)。辻本玲 (チェロ)という贅沢なメンバーでのピアノ四重奏。

本格的な室内楽が堪能できる。

イタリア・カンパーニ

10月 20日 ■ ァルカスSASEBO

イタリアの香り、ストリングスの響き

ヴァイオリンの故郷イタリアからの弦楽合奏団と長崎のソプラ

ノ歌手の華麗な共演。今回初来日、2002年結成された注目の

弦楽合奏団に佐世保出身のソプラノ歌手が共浪。チェ国の弾

き振
')に
よるクラシックから映画音楽、オペラアリアなど、本場

の雰囲気が気軽に楽しめる。

OMURA &輝きを秘めた星たち

10月 20日 ■ とぎつカナリーホール

長崎には、こんなに素晴らしい

「若い人」と「音」がある

県内唯―のプロ合奏団・OMURA室 内合奏団をバックに、新
人演奏会に出演した9人 (声楽・ピアノ・ヴァイオリン・ハープ。

フルート)がソリストとして出浪する。指揮は大山平―郎。

内 コンサート

平成19年  〔音楽監督 大山平一郎〕

ノ

"

音楽祭を彩る

主な出演者

大山平―郎氏(大阪シンフォニカー交響楽団首席指揮者)

伊藤  恵 (東京藝術大学教授)
豊嶋 泰嗣 (桐朋学園講師)
堀内 伊吹 (長崎大学教育学部教授)
井谷 俊二 (活水女子大学音楽学部教授)
松川 暢男 (長崎県合唱連盟理事長)

音楽祭記念オーケストラ演奏会 OMURA室内合美団&輝きを秘めた星たち
10月 28日 (日 )長崎ブリッケホール 10月 20日 (土 )とぎつカナリーホール 10月 6日■~〉 10月 28日ロ

美衛縮コンサートS公濃
コーラスの祭典

長崎市公会堂

しまの教会コンサート2公演 ポエ・ファミリーコンサート
新上五島町       南島原市

―
 ギターフェスティパル
1  長崎市民会館

伊藤恵のトーク&ピアプ

(佐世保市。長崎市)

ヤングマ…チングパレ…ド 陳響盆管・秋の簡角コンサート
佐世保市アーケード     諌早市アーケード

δ
藝 / 桑 i

や

木管五重美のタベ2公演

平戸市、鹿町町

樺島しおさいコンサート

長崎市

1西蔵コンサート

南島原市、波佐見町、江迎町 浄
か

ながさき音楽塾

9月 4日 (火 )～8日 (土 )活水女子大学

協 力

ジュニアヴァイオリンセミナー

6月 23日 (■ )～24日 (日 )他 アルカスSASEBO

専門学習 演 奏

クラシック市民講座

長崎市

Ｏ
Ｊ

■
―
―月

０■
日
―

■
―
―

０
と月

０■
―
日

Ｏ
Ｊ
Ｏ
と月

０■
―
―

日■

日ロ

日因

癬長崎県美術館

1欝
奪

秋の夜長の美術館コンサ…ト

人気のライブスポット、美術館エントランスロビーでちょっと遅め

の演奏会。プログラム前半は、新人演奏会経験者による声楽

とピアノによる演奏。後半は室内楽の優雅な浪奏が楽しめる。

室内楽:13日 はピアノと木管のための五重奏。21日 はフルート

四重奏、23日 はピアノ五重奏。大山平―郎が21日 と23日 ビオ

ラ奏者で出演する。

亨 $｀

♂
け

守

17 Cu turalinfOrmation of Nagasaki
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長崎県美術館

NHK

日曜美術館 年展 ワ

の

美

術

案

内

わミ

フ

現

実

に

な

る

ａ

。

Ｊ
口
　
ｒ

ｎ

ｖ

Ｕ

Ｉ

Ｓ

ｎＡ

ＫＨ

ＩＯ
Ｎ
３

高
橋
由

一
《鮭
×
重
要
文
化
財
ご

八
七
七
年
頃
　
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵

Ｖ
′

ｒ

Ｍ
Ｅ

e u mＵ

ｈ ilio n

2007年 5月 26日③→7月 1日Θ

美術番組の車分け的存在である「日曜美術館」は、1976年の放送開始から1,500

回を超える長寿番組です。毎回多彩な出演者が語る美術案内は、一般的な美術鑑

賞とは異なる斬新な視点でファンを魅了してきました。その放送開始30年を記念して、

今までの放送で取り上げられた作品。作家の中から厳選した名品を、懐かしい番組

出演者が語る映像や、作家の制作風景など貴重な映像を交えながらご紹介します。

●開館時間 午前10時～午後 8時

(展示室への最終入場 午後 7時 30分 )
●観 覧 メ斗一般1,000円 (900円 )大学生・70歳以上800円 (700円 )

高校生600円 (500円 )中学生以下 無料
※( )内は前売りおよび20名様以上の団体料金

長崎歴史文化博物館

「青い目の人形」をご存知ですか。学校の片隅で静かにたたずむその姿を目にしたことがあるかもしれま

せん。このお人形、日米の親善交流を願い、昭和 2年に日本中の子供たちt叡普られたものです。12,000体

の親善人形たちは各地で大歓迎を受けましたが、太平洋戦争によって大部分が処分される憂き目に遭い、

現在ではわずか300イオ、ほどが残るのみとなっています。本展覧会では、北海道から九州まで約165体の人形

たちの80年ぶりの再会が実現します。また答礼としてアメリカに渡った日本人

形のうち、長崎県が贈った「長崎竣子」がアメリカから里帰りします。時代の流

れのなかで人形たちはその一体、一体が様々なドラマを持っています。そのド

ラマを通して、改めて日米両国の友好はもとより、未来を担う子供たちの国際

交流、世界の平和の大切さ|こついて考える展覧会です。また、懐かしい雰囲

気をお楽しみいただく昭和の再現コーナー、数 の々イベントを開催いたします。

2007年 4月 7日 土 -6月 10日
※4月 17日 (火 )、 5月 15日 (火 )、 6月 5日 (火 )は休館日です。      ィ

長崎歴史文化博物館 3陸雌漣

0開館時間 午前8日寺30分～午後7時 (最終入館 午後6時 30分 )
●観 覧 料 大人800円 (640円 )高校生600円 (480円 )

小中学生 無料
※( )は前売り、15名様以上の団体料金

全
国
か
ら
８０
年
ぶ
り
に
・６５
体
が
再
会
Ｈ

～
あ
れ
か
ら
８０
年
、き
ず
な
未
来
へ
～

人
の

形
ｏ

デk

月
しヽ

目

長

瑾
子

「エレン.C」
平戸市立平戸幼稚園蔵

日
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田
睫
揺
囃
鍵
婿
掛湿
黙
会
に
出
演審査発表後の緊張と喜びの受賞者達(2月 16日 とぎつカナリーホール)写真提供 :長崎新聞社

本
県
Ｚ
フ
トン
ツ
ク
音
楽
家
の
登
竜
門

「第
３５
回
長
崎
県
新

人
演
奏

会
あ

オ
ー
デ
イ
ン
ョ
ン
が
２
月
１５
、
‐６
日
と
ぎ

つ
カ
ナ
リ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
演
奏
会
は
昨
年
か
ら
大
阪
シ
ン

フ
ど
万
１
交
響
楽
団
の
大
山
平

一
郎

氏
を
審
査
委
員
長
に
招
聘
、審
査
体

制
を
充
実
、
さ
ら
に
本
選
で
グ
ラ
ン
プ

リ
を
新
設
す
る
な
ど
、
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
オ
ー
デ
ィ
ン
ョ
ン
に
は
、
声
楽
、

ピ
ア
ノ
、管
楽
器
、弦
楽
器
、
ギ
タ
ー
の

５
部
門
に
、
１４
歳
か
ら
４４
歳
ま
で
の
計

６０
人
が
応
募
、あ
こ
が
れ
の
長
崎
ブ

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
の
大
舞
台
を
目
標
に
競

わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
、士戸
楽
４
人
、
ピ
ア
ノ
３
人
、

管
楽
器
４
人
の
１１
人
が
優
秀
賞
。今
年

か
ら
審
査
員
と
な
っ
た
日
本
の
ト
ッ
プ

ピ
ア
一ス

ト
の
伊
藤
恵
さ
ん
か
ら
は
、

「皆
さ
ん
の
水
準
２
局
さ
に
驚
き
ま
し

た
。
オ
ー
デ
イ
ン
ョ
ン
に
は
逗
も
あ
り
ま

す
。受
賞
で
き
な
か
っ
た
人
も
、
さ
ら
に

練
習
し
て
、来
年
も
再
挑
戦
し
て
下
さ

い
」
と
励
ま
し
の
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、新
設
の
と
ぎ
つ
カ
ナ

リ
ー
賞
に
は
、濱
口
知
紗
子
さ
ん
（サ
ク

ソ
フ
オ
ー
ン
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

R e s u l t o f Au d i ti o n

◆高 石
◆永 田
◆山 口
◆森

イ告 貴 (サクソフォーン)

美  達i(ピアノ)

律  子  (ツプラノ)

あづみ (ピアノ)

べ壁優 秀 賞 受 賞者 彰次

◆川 崎 絵里子 (ソプラノl

◆演 口 知紗子 (サクソフォーン)

◆西 田 祐 樹 (バリトン)

◆田 邊 亜 子 (フ
'磨
卜)

田     卜里 (ツプラノ)

中 南 美 (クラリネット)

上 裕 子 (ピアノ)

(浪奏会出演順)

◆吉

◆田

◆樋

◆藤山

◆牧瀬

◆小田

耀g(ヴァイオリン)

沙耳卜(ツプラノ)

智子 (クラリネット)

尽 菫 奨励 賞 受賞 者 彰ゑ

◆松崎 奈美 ←ランペッけ   ◆新井 友梨 (ピアノ)

◆丸本 弓恵 (本ルン)   ◆朝永 真由 (ピアノ)

◆森 下 瑶子 (サクソフォーン)

◆原 莱津子 (ピアノ)
◆吉田麻衣子 (ピアツl



長崎の遺崖が語りかけてくる歴史の物語
第37回九州芸術祭文学賞授賞荒

郵
腎 第37回

旅す維≦%課 九州芸術察文学賞
|

N a g astlki stOr)′

長崎県の歴史は、万華鏡のように多彩な輝きを放ちながら

今も人々をあの歴史の舞台へと心誘)・・。

歴史ガイドブック「旅する長崎学Jは、長崎県が推進する

「ながさき歴史発見・発信プロジェクト」から

誕生したシリーズ本です。

第37回 九州芸術祭文学賞には、九州各県から295編 の

応募がありました。9月 ～10月 にかけて、8県と福岡市・

北九州市の10地区で地区審査を行い、地区優秀作の10

編が最終選考に送られました。
ド |

illl・
| 前列左から5人 目が芝さん、6人 目が作家の村田喜代子さん

最 優 秀 作 に「ナ ビゲ ー タ ー 」(芝夏子さん・福岡市)

2年連続「該当なし」のあとの3年ぶりの最優秀作 !

学＼ヽ、舛＼、 長
崎
地
区
選
考
会
は
、
１０
月
に
、

川
道
岩
見
、小
西
宗
十
、定
来
文
彬

の
三
選
考
委
員
に
よ
り
実
施
さ
れ
、

応
募
３２
作
の
中
か
ら
、地
区
優
秀
作

「ピ
Ｔ
不
ッ
ロ
の
月
ょ
、
月
女
小
林
陽

子
）
、次
席
「ブ
ラ
ッ
ク
ス
松
田
る
ん

セ
）
、
奨
励
賞
「オ
キ
シ
ド
ー
ル
女
田

坂
深
）
の
３
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

最
終
選
考
会
は
、作
家
の
五
木
寛

之
、
立
松
和
平
、村
田
喜
代
子
、文

芸
評
論
の
秋
山
駿
、
「文
学
界
」
編

集
長
・大
川
繁
樹
の
５
氏
が
出
席
し

て
１
月
２６
日
東
京
で
開
か
れ
ま
し

た
。
２
時
間
余
り
に
及
ぶ
熱
心
な
討

議
の
結
果
、福
岡
市
の
芝
夏
子
さ
ん

の
「ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
」
が
最
優
秀
作
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
２
年
連
続
「該
当

な
し
」
の
あ
と
の
３
年
ぶ
り
の
最
優

秀
作
で
す
。

こ
の
文
学
賞
の
最
優
秀
賞
者
か

ら
は
、村
田
喜
代
子
さ
ん
（昭
和
６２

年
）
又
吉
栄
喜
さ
ん
（平
成
８
年
）
、

日
取
真
俊
さ
ん
（平
成
９
年
ヽ
大

道
珠
貴
さ
ん
（平
成
１４
年
）
の
４
人

の
芥
川
賞
作
家
が
生
ま
れ
る
な
ど
、

全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
る
文
学

賞
で
す
。

長
崎
地
区
優
秀
作
「ピ
ア
ネ
ッ
ロ

の
月
よ
、
月
」
は
最
終
選
考
で
、村
田

喜
代
子
さ
ん
か
ら
次
の
よ
う
な
コ
メ

ン
ト
を
貰
っ
て
い
る

「十
作
中
、芝
夏
子
『ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
』
と
小
林
陽
子
『ピ
ア
ネ
ッ
ロ
の

月
よ
、
月
』
、幸
重
善
爾
『兵
士
ア
ド

フ
逐
が
残
っ
た
。そ
れ
ぞ
れ
読
み
応

え
の
あ
る
箇
所
も
あ
っ
た
が
、
＞」れ
で

い
い
の
か
？
と
立
ち
止
ま
ら
せ
る
箇

所
も
多
く
、
一
作
に
絞
る
の
が
難
し

い
。
（中
略
）若
過
ぎ
る
女
性
作
家
の

奔
放
な
デ
ビ
ュ
ー
に
措
抗
し
て
、
ア」う

い
う
初
老
女
性
の
作
品
も
価
値
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。私
は
そ
う
思
っ

て
最
終
的
に
＞」の
作
を
推
し
た
が
、

あ
ま
り
に
奔
放
で
鋭
く
詩
的
に
流

れ
て
小
説
と
し
て
の
ま
と
ま
り
に
欠

け
て
い
て
、他
の
賛
同
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
＞」の
作
者
は
主
人
公
の
精
神

生
活
は
深
く
書
く
が
、実
生
活
は

す
っ
飛
ば
し
て
書
く
の
で
あ
る
。
（中

略
＼
ピ
ア
ネ
ッ
ロ
の
月
よ
、
月
』
の
作

者
に
は
、も
う
少
し
だ
け
分
別
を
」

ぜ
ひ
、小
林
さ
ん
の
次
作
を
期
待

し
ま
す
。
な
お
、芝
夏
子
さ
ん
、
小
林

陽
子
さ
ん
の
作
品
は
、作
品
集
の
単

行
本
に
収
録
、
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
平
成
１９
年
度
第
３８
回
文
学
賞
作
品

（小
説
）募
集
要
綱

５
月
中
旬
に
要
綱
発
表
。

応
募
締
切
は
８
月
３‐
日
（必
着
）

（詳
し
く
は
、長
崎
文
化
振
興
課

（江
口
ま
で
）
電
話
０
９
５
１
８

９
５
１
２
７
６
２
）

、マメィ

キリシタン文化編

月U冊 総集編

キリンタン文化の旅
長崎へのいざない

一地域ガイドによる歴史散策アドバイスー

題AS判  圏88ぺ…ジ 園600円 軸込)

麗A2ポスター・マップ付き

串暢シタン文稚編 全 5巻

世界遺産の候補となって、いま注目の「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」。

長崎の宝物が秘めたる歴史をひもとく「キリシタン文化」をテーマとしたシリーズです。

圏A5判 園64ぺ…ジ 国各号 :600円徹込)

団箱装 5冊セット:3,300円軸込)

【好評ラインナップ】

■ 長崎で「ザビエル」を探す

日 長崎発ローマ行き、天正の旅

口 26聖人殉数、島原の乱から鎖国ヘ

■  「マリア像」が見た奇跡の長崎

口 教会と学校が長崎の歴史を語る

小林陽子さん

(長崎地区優秀賞受賞者)

部 ? 縮蛯径改 Editoris Postscript

・音を楽しむから音楽。音という漢字を見てみると日の上に立っている。太陽が

昇リー日が始まる時音楽も始まる。今日も職場のコピー音。人の足音。電話の

着信音 etcが奏でている。これをバックサウンドとして来る新人演奏会へ向け

てがんばろう1(柏 )

・新人演奉会と音楽祭のダブルヘッターで桜もツツジも置いてきIFり。そんな中

でも文教編集は迫ってくる。「美は階調にあらず、乱調にあり」と、大杉榮は言っ

たが、山のような仕事を前に、乱調気昧の体と心を支えてくれる仲間に感謝し

つつ、今日も大波上の夜が更ける。(江口)
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◎ながさき歴史発見・発信プロジェクト

座 長 市川 森一 氏

M⑧ ssasc
長崎を訪れる人々を、私たちは「観光客」と

は呼びません。長崎を旅する人々は、個々が

「旅人」です。旅人は、それぞれが主人公のド

ラマの中を旅しています。

長崎の秘めたる物語を求めて旅するあなたへの、これは、ドラマ資

料であり、シナリオだと思つてください。

旅 ける晨船学
2 キリンタン文化 ■
III(ii,

たび       なが

旅する長崎学
長崎県の歴史と旅の遊学サイト

長崎県の歴史・文化の魅力が満載「た

びなが」!新しい長崎を発見しませんか。

たびなが 検 索 〉>>http:〃tabinaga.,p
‐

携帯電話からもアクセスできるサイト
「たびながモバイル」もあります。
http!〃 tabinaga.iprm
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